
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期休業前には各小・中・義務教育学校に「生活心得の基準」が配布されます。これは、「鳥

取市小・中学校生徒指導連盟」「鳥取市少年愛護センター」「鳥取市小・中学校ＰＴＡ連合会」

の連名で作成されているものです。この生活心得の基準をもとに各小・中・義務教育学校が生

活心得を作成し、児童生徒に配布するとともに、長期休業前には全校の児童生徒を指導してい

ます。ぜひ一度、配布された生活心得を親子で確認していただければと思います。また、地域

の皆様にもその内容を知っていただきたいと思いますので、下に一部を抜粋して掲載いたしま

す。 

特に、年末・年始はクリスマスやお正月で、子どもたちが大きな額のお金を手にする時期で

す。金銭の浪費はもちろんのこと、お金に絡むトラブルに巻き込まれないよう、十分に注意し

ていただきたいと思います。そのためにも、我々周囲の大人が子どもたちの様子を温かく見守

ってやりたいものです。                

鳥取市少年愛護センター 

〒680－8571 鳥取市幸町 71番地 
TEL 0857(22)4318 
FAX 0857(26)3878 
E-mail aigo-center@city.tottori.lg.jp 

 

 

○交通規則を守る。                       

○見知らぬ人の誘い（特に乗り物・電話・呼び出し）には絶対に応じない。             

○ナイフなどの刃物類を持ち歩くことは禁止する。         

○火遊び・エアガン等の危険な遊びは禁止する。          

○スマートフォン、タブレット、携帯ゲーム機、音楽プレイヤー等を使ったネット上の交流

（LINE TikTok イチナナ Instagram 等）は、安易に利用しない。家庭内での約束事を決め

て、保護者の了解のもとで使用する。 

○外出について                         

① 華美な服装やだらしない服装で外出しない。        

② 用件・行き先・帰宅時刻を明確にする。          

○用事もないのに、繁華街・デパート・マーケット等に行かない。 

万引きは絶対にしない。（万引きは犯罪です）          

○映画は、小学生は保護者同伴、中学生は保護者の了解のもとに鑑賞する。 

○飲食店・喫茶店・カラオケ店・ボウリング場への出入りは、保護者同伴とする。 

○プリクラなど、金銭浪費につながることは控える。遊技場内のプリクラは禁止する。 

○遊技場への出入り、（ショッピングセンター内のゲームコーナー・ゲームセンター・カードゲ

ーム店・ビリヤード等）への出入り、金銭を伴うゲームは禁止する。 

○夜間外出・外泊は禁止する。（特別な場合は、保護者同伴とする。） 

○スキー・スノーボード等については保護者同伴のもとで行う。 

小・中・義務教育学校「冬季休業生活心得」の配布について 

～少年を非行から守る・少年を被害から守る～ 

令和５年度 冬休み生活心得の基準《小・中・義務教育学校共通 基本事項》 一部抜粋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 曜 駅北コース 駅南コース 

１ 金 遷喬地区民生児童委員B 

気高地区民生児童委員B、宮ノ下小学校 

遷喬地区民生児童委員A 

気高地区民生児童委員A、鳥取湖陵高校 

８ 金 美穂地区民生児童委員B、国府東小学校 

大和地区民生児童委員B、スクールサポーター 

美穂地区民生児童委員A 

大和地区民生児童委員A、鳥取緑風高校 

15 金 松保地区民生児童委員B 

豊実地区民生児童委員B、青谷高校 

松保地区民生児童委員A 

豊実地区民生児童委員A、河原第一小学校 

22 金 米里地区民生児童委員B 

鹿野地区民生児童委員B、鳥取敬愛高校 

米里地区民生児童委員A、西郷小学校 

鹿野地区民生児童委員A、スクールサポーター 

１２月の街頭パトロール計画 

 小学校教員 

 関係機関・団体 
大型ショッピングセンター前の放置自転車が多いが、店内にはあまり

学生らしい者はいない。ゲームコーナーでパチスロをしていた学生が

いた。こういう学生には特に注意が必要だと思う。駅ショッピングモ

ールのプリクラコーナーには女子学生が多くいて、おとなしくプリク

ラしているが、夕方になると若者が来て大きな声を出す者がいる。 

 関係機関・団体 
学生が多かった。（特に高校生）ほとんどの方が元気よ

く挨拶を返してくれて安心できた。トラブルも見受け

られなく友達とフードコートでテスト勉強したり雑談

したりと楽しい雰囲気だった。警戒心を解くような声

掛けが必要だと感じた。 

 

 

 

１１月１６日（木）、さざんか会館５階大会議室を会場に、「令和５年度第 2 回少年補導員研

修会」を以下の内容で行いました。本年度も民生児童委員・教職員等合せて６６名の補導員の

方々にご参加いただきました。研修会では、インターネットの特性や青少年のネットトラブル

の具体的事例（SNS 書込み、性被害、闇バイト等）について学びました。 

これからの時代、私たちは機会をとらえ青少年とともにメディアリテラシーを高めていくこ

とが問われています。ご講演でご示唆いただいたことを活かして、次代を担う青少年が健やか

に成長してくれることを願い、関係諸機関との連携を密にしながら、さらなる実践・活動に努

めていきたいと思います。 

 

【開会行事】15：00～15：10 

【報  告】15：10～15：20 

【講  演】15：20～16：20 

演題 「ネット社会に生きる子どもたちへの支援を考える」 

講師 ＮＰＯ法人こども未来ネットワーク  竺原 晶子 氏 

【閉会行事】16：20～16：30 

 

  

 

 

 

 

 

第２回 少年補導員研修会を開催いたしました 


